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	 	 	 ――全国の自治体は人口減少と向き合え

2040年
生き残る自治体！
県市町村連携で人口減少に打ち克つ奈良モデル
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 人口減少に有効な手が打てない中、
市町村は持続できるのか？
また市町村合併か。町村はつぶされるのか。

道州制は有効なのか。広域連携は不可避なのか。
県と市町村連携は、県による統治にならないのか。
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